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【目的】 日本女性の 3～4 人に 1 人は、加齢や出産に伴う排尿障害つまり腹圧性尿失禁
（Stress Incontinence）や切迫性尿失禁（Urge Incontinence/reflex incontinence）あ
るいはその２つの混合性尿失禁を経験している。しかし、出産経験のない若年女性の軽度
尿失禁が増えてきているといわれるが、女性の幅広い年齢層を対象とした報告はない。そ
こで、本研究では 18 歳以上の女性の排尿障害の実態と排尿に関する QOL、日常生活との関
連について明らかにし、排尿障害に対する予防的な看護介入について検討することを目的
とする。  
【方法】 対象は、18 歳以上 65 歳未満の女性とし、病院に勤務している看護師、健康診
断の受診者、企業の従業員およびその家族・知人、大学生等 2,144 人に協力を求めた。調
査内容は、属性、主要下部尿路症状質問票、 KHQ（キング健康調査票）、日本語版便秘評価
尺度 Long Term 版、日常生活の過ごし方、排尿トラブルへの対応、簡略更年期指数（ SMI）
を設定し、2013 年 2 月～4 月に郵送法および留め置き法による自記式質問紙により実施し
た。分析には SPSS を用い、記述統計とχ 2 検定を行った。調査は聖隷クリストファー大学
倫理委員会の承認を得て行った（認証番号 12040）。 
【結果】 現在までの回収数は 1,271 人（回収率 59.3％）であるが、データ入力が終了し
た無作為サンプル 296 人を今回の分析対象とした。対象者の平均年齢は 33.2±11.2 歳、BMI
は平均 21.2±3.3、出産経験ありは 152 人（51.4％）、なしは 134 人（45.3％）であった。
月経が定期的にある人は 175 人（59.1％）、不規則である人は 57 人（19.3％）、閉経してい
る 49 人（16.6％）、妊娠中が 6 人（2.0％）であった。  
 主要下部尿路症状について、多い順に昼間頻尿 95人（32.1％）、尿意切迫感 95人（32.1％）、
腹圧性尿失禁 80 人（27.0％）、夜間頻尿 79 人（26.7％）に症状がみられた。現在の排尿状
態に満足しているのは 175 人（59.1％）であった。出産経験のない女性（妊娠中の 6 人を
除く）に着目すると、症状の多い順に尿意切迫感 41 人（30.6％）、夜間頻尿 33 人（24.6％）、
昼間頻尿 30 人（22.4％）、尿をするときにお腹に力をいれる 25 人（18.7％）、残尿感 22
人（16.4％）、尿の勢いが弱い 20 人（14.9％）に症状がみられた。現在の排尿状態に満足
しているのは 89 人（66.4％）であった。  
 出産経験の有無と主要下部尿路症状の有無を比較すると、出産経験ありは、昼間頻尿（p
＝0.02）、腹圧性尿失禁（p＜0.001）、出産経験なしは、膀胱・下腹部痛（p＝0.031）の症
状が有意に多かった。  
【考察】 18 歳以上 65 歳未満の女性の 3 割程度が排尿障害に関する何らかの症状を抱え
ており、3 割は現在の排尿状態に満足していないことが明らかとなった。なかでも出産経
験のない女性の 3 割に排尿障害の症状があり、妊娠・出産を通して腹圧性尿失禁が生じや
すいことは知られており、助産師等による予防や対策の指導がなされているが、尿意切迫
感や頻尿の症状は女性全般に生じやすい可能性があり、出産の有無を問わず予防や対策が
必要である可能性が示唆された。  
また、出産経験のない女性の 4 人に 1 人が尿意切迫感、夜間頻尿、昼間頻尿など過活動
膀胱の主要所見を呈しており、適切な医療を勧奨する必要がある。  
今後、さらに分析をすすめ、対象者に合わせた排尿障害に対する予防や対策と日常生活
への対処方法を検討していきたい。 
【発表】 第 33 回日本看護科学学会学術集会にて発表、日本看護科学学会誌へ投稿を予定。 
